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本資料における次期業績予想および将来の予想等に関する記述は、現時点で入手され
た情報に基づき判断した予想であり、潜在的なリスクや不確実性が含まれているため、
実際の業績は、様々な要因により、業績予想とは異なる可能性があります。

重点戦略・業績予想
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会社概要
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1．決算レビュー

（平成23年4月～平成24年3月）

1．決算レビュー

（平成23年4月～平成24年3月）
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☆平成24年3月30日に通期業績予想を上方修正

増収・増益決算、対計画比もプラス

新規開拓も伸長し、収益性が改善。

今期23.1％の営業増益

☆組織再編「プロダクト事業本部」新設、体制強化

⇒プロダクト事業は24.8％の増収！

☆新製品 などを積極的に投入

※平成24年4月2日 中期経営計画を発表

4

平成24年3月期 総括
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決算ハイライト

5

（百万円）

営業利益
（営業利益率）

当期純利益

3,840

2,632

869
（22.6％）

471

対前期比

売上高

平成23年3月期 平成24年3月期

3,537

2,562

706
（20.0％）

412

＋303（＋8.6％）

＋69（＋2.7％）

＋162（＋23.1％）

（＋2.6ポイント）

＋59（＋14.3％）

892経常利益 727 ＋164（＋22.7％）

1株当たり当期純利益 119.35円101.89円 ＋17.46円（＋17.1％）

1株当たり配当額 56.00円56.00円 ―

販売管理費

配当性向 46.9％55.0％ ―
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4,400

4,050
3,950

3,500

3,6504,142

3,783

3,497 3,537

3,840

666 657 623 500
750

691 638
730 727

892

16.7% 16.9%

20.9% 20.6%

23.2%

平成20年3月期

経常利益率

経常利益

売上高

計画

過去５年間の業績推移

平成21年3月期 平成22年3月期 平成23年3月期 平成24年3月期

（単位：百万円）

実績

売上高・経常利益ともに計画値を上回る

6

計画

実績
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当社のセグメント等を
ご理解いただくためのご説明
当社のセグメント等を

ご理解いただくためのご説明

組織・事業区分・製品等

7
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組織体制
平成23年4月 提案力・サポート力向上を目的に

大幅な組織変更を実施

新規顧客

プロダクト事業（本部）

運用オート
メーション部

帳票
システム部

ITサービス
マネジメント部

東日本営業部、西日本事業部（大阪、名古屋、福岡）

連 携

プレミアム
カスタマ部

（株）BSP 
ソリューションズ

既存顧客

メインフレーム
事業

ソリューション
事業

※平成24年4月
新規開拓・受注獲得へ｢役割別営業体制｣導入

連 携
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セグメント変更

プロダクト事業

環境変化に適切に対応

し、複雑化する業務シス

テム運用のジョブ管理、

ログ管理を実現

帳票の大規模出力

制御や電子化など、

柔軟なソリューション

を提供

システムの開発から運用

までを一連のライフサイクル

として管理する高付加価値

ソリューションを提供

メインフレーム顧客のニーズ

に幅広く対応した

製品やサービスを提供

メインフレーム事業

ソリューション事業

豊富な実績に裏付けられたカイゼン（改善）提案に

よって、ITサービスの継続的な品質向上を支援

運用自動化 帳票作成・管理 ITサービスマネジメント

運用オート
メーション部

帳票システム部
ITサービス
マネジメント部

プレミアム
カスタマ部

㈱BSPソリューションズ

組織体制変更に伴い、事業分野を整理し
「２事業区分」から「３事業区分」へ変更
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平成23年

4月 LMIS on cloudを新発売
7月 帳票DASH！PDFを新発売
7月 A-AUTO新バージョンVer7.2を

新発売
8月 A-AUTO大規模分散処理

オプションを新発売

平成24年

1月 A-AUTOがOracle のLinux と
VM に対応

10

新製品・新サービス

新製品・新サービス パートナービジネス

平成23年

7月 クオリティソフトと事業継続
ソリューション分野で協業

8月 NECと帳票マイグレーション分野
で協業

9月 BSPソリューションズ、西華産業
との協業により新たなBPOサービ
スを開始

10月 富士ゼロックスと連携し、帳票
出力サービスを強化
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11

売上高の内訳（事業別）

＋24百万円
（前期比＋1.1％）

＋239百万円
（前期比＋24.8％）

平成24年3月期平成23年3月期

合計：3,537百万円 合計：3,840百万円

メインフレーム
事業

ソリューション
事業

プロダクト事業

＜対前期比＞

（百万円）

（27.4%） （31.4%）

（10.1%）

（58.5%） ＋39百万円
（前期比＋11.2％）

（9.8%）

（62.8%）
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494 553
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400
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12

＋96百万円
（＋20.9％）

＋83百万円
（＋641.9％）

＋59百万円
（＋12.0％）

平成24年3月期平成23年3月期

売上合計：967百万円 売上合計：1,206百万円

帳票

運用自動化

（百万円）

プロダクト事業売上（領域別）

ITSM

＜対前期比＞
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２．重点戦略
業績予想

２．重点戦略
業績予想
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・営業フォーメーションの変更

・販売戦略

・BSPソリューションズ新体制

・BSP上海新体制

・人材育成

重点戦略

14



(C) Copyright 2012  BSP All Rights Reserved.

営業フォーメーションの変更
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営業がイニシアティブ

必要なときに都度アサインされる技術、マーケティング

各営業担当が全て行う

各営業担当が全て行う

各営業担当が全て行う

従来

立ち上げ＆ステージアップ

が上手く出来ない

15
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16

新体制

営業フォーメーションの変更
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自動化
帳票、LMIS
メインフレーム

ITサービスマネジメント
（LMIS on Cloud）

ターゲット別の販売方法

全体の約97%の層

50,000 1,000,000 2,000,000

全体の約3%の層

企業規模：大 企業数：多
企業規模：小 企業数：∞

両方とも重要！
販売ターゲット別の戦略要

企業数

企
業
規
模

17
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販売戦略

営業（salesperson）依存

人員に比例した売上構造

18

従来の販売方法
売上

営業数

製品×営業人員＝売上

営業人員

売
上
高
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旧態の販売方法に依存しない

営業人員に左右されることなく
売上増加をもたらす営業体制を構築。
販売ターゲット別の販売戦略を実行し
スケーラビリティを追求していく。

19

販売戦略

売上

営業数

営業人員

売
上
高
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BSPソリューションズ新体制

コンサル事業

新体制

20

従来の体制を再編

周辺事業を再編。核であるコンサル事業へ特化。
新社長に若手を抜擢し、

平成25年3月期の黒字化を目指す！！

コンサル事業
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中国市場での販売体制再構築

を目指し、ガバナンス体制強化

21

BSP上海

新総経理に若手を抜擢！

ＢＳＰ上海新体制
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人材育成

22

世代別

組織別
若手経営者育成

開発・運用部門
の人材を

ビジネス部門へ

お客様満足度の
向上

企業理念の浸透テクニカル

ヒューマン

スキル

マネジメント

スペシャリスト

オフショア（世代別）研修

組
織
別
戦
略
研
修
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（百万円）

通期業績予想

平成24年３月期 平成25年３月期
実績 予想 増減額 増減率

売上高 3,840 4,000 +159 4.1%

営業利益 869 970 +100 11.6%

（利益率） (22.6%) (24.3%)

経常利益 892 1,000 +107 12.0%

（利益率） (23.2%) (25.0%)

当期純利益 471 600 +128 27.1%

（利益率） (12.3%) (15.0%)

１株当たり
当期純利益（円）

119.35 151.74 +32.39 27.1%

１株当たり
年間配当金（円）

56.00円 56.00円 - -

配当性向 46.9% 36.9% - -

前年同期比
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2,246
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（百万円）

平成25年3月期（計画）
24

業績予想売上高の内訳

平成24年3月期

▲146百万円
（前期比▲6.5％）
※市場縮小を見込む

＋514百万円
（前期比＋42.6％）

売上合計：3,840百万円 売上合計：4,000百万円

メインフレーム
事業

ソリューション
事業

プロダクト事業

＜対前期比＞

（31.4%）

（10.1%）

（58.5%）

（43.0%）

（52.5%）

（4.5%）

▲208百万円
（前期比▲53.6％）
※コンサル事業へ特化
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３．BSPの取り組み３．BSPの取り組み
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Beaconユーザ会とシステム管理者の会

個人会員10,023名
賛同企業112社

ユーザ企業274社
研究活動37グループ

業界発展への取り組み・・・各会からの委託を受けBSPが運営

26
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Beaconユーザ会

異業種の技術交流・情報交換の場として

※平成23年3月末現在

ユーザ会加入企業：274社

平成24年3月8日、9日開催

第29回ユーザシンポジウム

参加企業：229社（+30） ､研究活動：37グループ

参加人数：688名（+41）

昭和５９年
第1回ユーザシンポジウム

ユーザ会
発足

昭和52年
来年第30回

27
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第29回Beaconユーザシンポジウム

大津プリンスホテルコンベンションホールにて盛大に開催！

28
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システム管理者の会

賛同企業
112社

第1回
「システム管理者
感謝の日」イベント

平成19年

｢システム管理者の会｣
発足

平成21年

第6回

「システム管理者

感謝の日」イベント

平成24年7月12日

東京開催

システム管理者が、活き活きと働き、

会社や社会に貢献できるよう支援する会

個人会員数
10,023名

平成24年3月末

29
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システム管理者認定講座

称号第127号

称号第126号

称号第125号

マスター

バチェラー

アソシエイト

人材教育 ： 全日本能率連盟登録資格

システム管理者認定の導入(平成23年9月開講)

☆コストパフォーマンスが
非常に高いため、企業
の人材育成制度として
導入する企業が増えて
います。

30
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マネジメント層対象セミナー

マネジメント、CIO、CTO向け
“エグゼクティブセミナー”

海外最新動向
クラウド時代のその先を読む！

システム運用はどう変化していくのか？

データセンタはどうなるのか？

システム管理者は？情報子会社は？

先進的ベンチャーは？ビックデータは？

Amazon、Google、HP、IBMは？

大好評であった
4月開催のセミナー

31

国内優良企業で活躍する

CIOクラス71名に

ご来場いただき、

ビジネスコンサルが講演！
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欧州視察

ロンドン

パリ

アムステルダム

先進的企業、データセンタ訪問、
運用技術の収集や情報交換、
海外優良企業とのアライアンス
を目的に実施。（平成24年4月26日）

32

ブリュッセル
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IT Automation 2012
4月26日ベルギー ブリュッセル

33

欧州運用自動化イベントへ出展
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４．中期経営計画４．中期経営計画
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【売上・経常利益計画】

平成24年
3月期

平成25年
3月期（計画）

平成26年
3月期（計画）

平成27年
3月期（計画）

売上

計画 3,840 4,000 4,200 5,000

前年比 8.6% 4.2% 5.0% 19.0%

経常
利益

計画 892 1,000 1,200 1,800

前年比 22.7% 12.0% 20.0% 50.0%

経常利益率 23.2% 25.0% 28.6% 36.0%

中期経営計画（サマリー）

（百万円）

35

メインフレーム市場の縮小を見込み、中計1年目は成長率鈍化予想
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3,840
4,000

4,200

5,000

892
1,000

1,200

1,800

23.2%
25.0%

28.6%

36.0%

（百万円）

中期経営計画（サマリー）

平成24年3月期
(実績)

経常利益率

平成25年3月期
(計画)

平成26年3月期
(計画)

平成27年3月期
(計画)

経常利益

売上高

36

過去最高売上高
利益を達成！

BSPグループ
20周年
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中期経営計画（セグメント別）
【セグメント別売上・利益計画】

平成24年
3月期

平成25年
3月期（計画）

平成26年
3月期（計画）

平成27年
3月期（計画）

プロダクト
事業※

売上高 1,206 1,720 2,080 2,970
前年比 － 42.6% 20.9% 42.8%
営業利益 △632 △570 △210 520

メインフレーム
事業

売上高 2,246 2,100 1,890 1,730
前年比 － △6.5% △10.0% △8.5%
営業利益 1,638 1,540 1,380 1,230

ソリューション
事業

売上高 388 180 230 300
前年比 － △53.6% 27.8% 30.4%
営業利益 △40 0 20 40
※その他事業含む

（百万円）
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中期経営計画（売上高）
【セグメント別売上計画推移】

ソリューション事業

メインフレーム事業

プロダクト事業

不採算事業再編
VDC事業開始

運用自動化新製品

販売開始

新製品

の大型案件獲得
M&Aも視野

一部関連事業
をプロダクト
事業へ移管

平成24年3月期
(実績)

平成25年3月期
(計画)

平成26年3月期
(計画)

平成27年3月期
(計画)

（百万円）

BSPSOLは
コンサル事業に

特化

帳票部門黒字化
運用自動化部門

黒字化
ITSM部門黒字化
全事業部門黒字化
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中期経営計画（営業利益）

▲ 632 ▲ 570

▲ 210

520

1,638
1,540

 1,380
1,230

▲ 40

0 20 40

【セグメント別利益計画推移 営業利益ベース】

ソリューション事業

メインフレーム事業

プロダクト事業 全事業黒字化

（百万円）

平成24年3月期
(実績)

平成25年3月期
(計画)

平成26年3月期
(計画)

平成27年3月期
(計画)
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プロダクト事業 M&A  業務
提携

新規事業 VDC 

中
期
経
営
計
画
達
成
へ

コンサル事業縮小 拡 大

クラウド時代に向けて事業領域を拡充

ビジネスポートフォリオ

40

＜ターゲット＞
事業展開でシナジー効果が
見込める国内外の優良企業

※VDCについての説明は後述

現状
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平成27年3月期

平成26年3月期

平成25年3月期

平成24年3月期

当期

（連）売上 実績38.4億円 40億円 42億円 50億円

経営戦略 - 業務提携 業務提携とM&A M&A

・事業部制開始 ・プロフェッショナル
サービス事業の統合

・自動化新製品販売 ・新製品受注拡大

・コンサル事業の再編

・新規へ注力する営業
体制の稼動

・役割別営業体制へ
シフト

・海外販売体制再編 ・新製品の中国販売本格展開

・SaaSビジネス始動 ・Cloud&OSSビジネス
始動

・Cloud型VDC事業展開 ・VDCのグローバル
事業展開

・企業内自動化から
インタークラウドサービスへ

・IT人材ビジネス始動

　　帳票黒字化へ 　　運用自動化黒字化へ ・ITSM黒字化へ

・全事業黒字化へ

イベント
システム管理者の会

1万人突破
Beaconユーザ会
30周年記念大会

BSPグループ
20周年記念行事

中期経営計画
【１年目】

事業計画

中期経営計画
【２年目】

中期経営計画
【３年目】

中期経営計画（経営戦略・事業計画）
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VDC事業スタート

帳票部門黒字化 運用自動化部門
黒字化

ITSM部門黒字化
全事業部門黒字化
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｢運用レス｣

運用レス化する事で、単純な維持管理から

脱却し、ビジネスに貢献できる組織に転換

していくための継続的な活動のメソドロジ

【キーワード】

事業コンセプト
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集約自動化 アウトソーシング

クラウド
コンピューティング

セルフ化 サービス
マネジメント

教育

運用レスを実現する事業要素
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ITシステムの設定、運用、マネジメントの自動化

ITシステムの運用の請負

ITシステムのサーバ群の仮想化、統合管理

ITシステム業務のサービス化

ITシステムの構築、設定の利用者による実施と稼働

ITシステム運用の継続的改善、サービスレベル維持

ITサービスマネジメントを担当する人材の育成

自動化･･････

ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ･･

集約････････

クラウド化･･･

セルフ化････

マネジメント・･･

人材育成･･･

事業の内容
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【サービス・商品群】

集約

自動化

アウトソーシング

クラウド

セルフ化

マネジメント

仮想化、BPO 

A-AUTO、OSS 

計画、運用、保守、コンサル

新製品、VDC 

新サービス

LMIS、ASMO 

人材育成 ITIL、新スキルメニュー

サービス・商品群
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「運用レス」においては、単純な運用作業
への負荷が減るとともにサービス
マネジメントに関係するミッションが増加。

運用レスの実現とミッションの変化

運
用
工
数

ステージ

集約

自動化

アウト
ソーシング

クラウド
セルフ化

マネジメント

人材育成
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データセンタを物理的に所有せず仮想的に
データセンタリソースを提供し、
このリソース上もしくはお客様環境上に構築
されるITシステムに対して、「インフラシステム
運用」、「業務システム運用」、「ITサービスマネジ
メント」の一連の運用管理をサービスとして提供
する新規事業。
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VDC事業について

VDC事業とは？
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前年成長率は伸び悩むも、
市場規模は年率20％以上の
高成長率を継続する見込み。

特にプラットフォームサービス
とインフラストラクチャサービス
の成長性は高く、VDC事業は
市場予測のニーズにも適合し
ている。

48

VDC事業の市場

国内パブリッククラウドサービス市場セグメント別売上額
予測： 2011～2016年（出典：IDC Japan）

VDC事業はパブリッククラウドサービス市場で
最大規模のセグメントになると見込む。

VDC事業はパブリッククラウドサービス市場で
最大規模のセグメントになると見込む。
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１） お客様が事業展開に必要なITサービスを、必要な機能、
量、 期間だけ調達できるようにする。ハードウェア資産
、監視やチューニング機能、自動化機能、 ITサービスマ
ネジメント機能を随時、サービスにて利用できるようにす
る。

２） 当社の事業ドメインを、開発レス・構築レス・運用レスを
求めてインタークラウド利用環境に移行していくITサービ
スの市場動向に適合させる。

３） 営業レスの展開を行うことで、要員規模に依存しない高
成長、高収益の事業構造を構築する。

４） 市場内で増加するデータセンタリソース、クラウド基盤リ
ソースの流通促進を行ない、インタークラウド利用環境の
普及を図る。
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VDC事業の目的



(C) Copyright 2012  BSP All Rights Reserved. 50

VDCの構想イメージ

ｽﾄﾚｰｼﾞ

CPUs

ｽﾄﾚｰｼﾞ

CPUs

・・・

ｽﾄﾚｰｼﾞ

CPUs

・・・・

ストレージ

CPUｓ

提携ﾃﾞｰﾀｾﾝﾝﾀ１ 提携ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀ２ 提携ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀ３ 提携ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀ・・・

BSP VDC クラウドサービス

BSP VDC SaaS事業

提携ｸﾗｳﾄﾞ

BSP VDC IaaS事業

A社企業内
仮想空間

A社

仮想空間

B社企業内

仮想空間

C社企業内

仮想空間

D社企業内

仮想空間

B社

仮想空間

C社

仮想空間

D社

仮想空間

Amazon

Web service

BSP VDC ポータルサービス

BSP ジョブ実行管理サービス

BSP IT サービスマネジメントサービス

BSP サーバ監視サービス

仮想プライベートクラウド



(C) Copyright 2012  BSP All Rights Reserved.

VDC事業は、ITシステムのインフラとしての仮想
IaaSサービスのニーズ、ITシステムに対する
SaaS運用管理サービスのニーズを確認しなが
ら以下の順番で取り組む。

① VDC 監視サービス
2012年度上期

② VDC SaaS(ジョブ管理、ITSM、帳票)
2012年度下期

③ VDC IaaS
2012年度下期
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VDC事業の展開
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1) 必要な機能とサービスレベル、量、期間のデータセンタリソースの調達が可能

複数のサービスを自ら調査する必要がない。

利用用途にあった価格やサービスレベルでインフラ調達が可能

2) データセンタリソースと共に運用管理機能をサービスとして利用可能

各種運用管理のための設備化が不要となり最適な機能を随時選択可能。

3) 自社内で運用するITシステムとクラウドサービス上のシステムを、一元的に

運用管理可能

4) 既存BSP製品がSaaS化され、システム毎にオンプレミス、クラウドの選択が

可能となる。

A-AUTOユーザは、監視サービスも即時に利用可能

5) 各社データセンタの遊休リソースをVDCを通して流通可能

データセンタ自身による値崩れを発生させることなく、稼働率が拡大
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VDC事業のメリット
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VDC事業の売上計画
(百万円)
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1）本資料は、当社の決算概要および今後の経営戦略に関する情報の提供を目的としたものであり投資
勧誘を目的として作成したものではありません。

2）本資料に記載の情報は、資料作成時点における当社の見解であり、その情報の正確性および完全性
を保証または約束するものではありません。

3）本資料のいかなる部分も一切の権利は株式会社ビーエスピーに帰属しており、電子的または機械的
な方法を問わず、いかなる目的であれ、無断で複製または転送等を行わないようにお願いいたします。

【お問合せ先】

㈱ビーエスピー

広報IR室

TEL：03-5463-6385

FAX：03-5463-6392

HP: http://www.bsp.jp

mailto:ir_info@bsp.co.jp

＜会社名の略称について＞
・㈱ビーエスピー： BSP
・㈱ビーエスピーソリューションズ： BSPソリューションズ
・備実必（上海）軟件科技有限公司： BSP上海


